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1937年度接近の火星観測報告（5）
木　　邊　　成　　麿　（｛E責）
第三章　観測の結果（つづき）〔伊達英太郎〕
　第6嘔　大シルチス附近　（250。～310。）
　この附近は火星表面でも最も賑やかな所で，それ故ヘラスとかシルチスとか
ユ1トピアとか云ふ名論は，火星を見ぬアマチュア間にも相當良く知られてみ
る．
　先づ大シルチス海は経度280。から310。，。緯度一200から十20。に渉る相面面範
園の一一に望遠鏡裡には南に廣く北に狭つた逆三角形に見え，大鰐常に濃線色
を呈し，これが火星ラ㍉スクの中央に來た時は観望者をして思はす快哉を叫ばす
程の雄大な眺めになる．前田氏は今回この海を時々美しい青色（セルリアン・ブ
ル1）に見られた．悟り大きくないロ径の器械には只軍に一様にベタッとした逆
三角形に見えるが，15糎から中口径に進むにつれて虚々に，恰も太陽の大黒黙に
ブリッヂが出歯る様に，地峡が入り込んでみるのが見えシルチスがこの地挾によ
って数部分に分離されてみるのが判る．今回の接近には特にシルチスの南方の
オェノトリア地誌が顯著で，次いで北端近いアレナが見られた．もっともアレナ
を隔てた北：方はニリ灘と構され，火星圖上ではシルチスとは匝別されてるるが
シルチスの一一端である．このシルチスの北西方にデルトトン遡が接してみる，
この爾者の間には白い；地峡が明瞭に見られた．このヂルトトン灘の反愚弟には
有名なリブや地方があり，この地方は特に他地：方より白っぽいので中ロ径には
すぐ判る．今回もこの突出部はシルチス海に深く入り込んでみた．この北方に
モェリス湖があり，これは饒程シiイングが良くないと，シルチスの突出部の如
く見える・このモェリk湖から北傘球のユiトピヤ（丁度シルチスと反封の正三
形）の南端へ飴りにも有名な，美しいネペンテス・トスの大轡曲蓮河が走ってみ
る．このカ1ヴは實に美事なもので吾々をして悦惚たらしめる・ユ1トピアの
東縁には，アルシオニウス勃発，西縁に滑ってはカシウス運河が走って，この
カシウス運河の先はボレオシルチスに績いてるる．ここで特筆すべきはカシウ
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スは軍に線状の蓮河でなく，アントニヤヂ氏の主張する斑熱の連鎖である事を
シ1イングの良好な時に，前田，渡邊，伊達の3氏により高山に認められた．
しかも，その斑瓢の撒はアントニヤヂ氏の尺星地圖と同様，4個の蓮鎖と認め
得た事を喜び度v・．
　次いで再び南二三に戻って，接近毎に問題となる門形のペラス大陸は，之迄
の接近の時の如く青白色に光らす，何か一寸鈍色（友色がかった黄色に近い白
色）に見え，其形歌も之迄の様にハツキリした二形でなく，漠然とした損りを
示し，渡邊氏の註の如く，つかみ所のない形朕を示してみた．前田氏はこの圓
が同心圓的に順次中央に進む程光輝が強くなってみる様に観られてるる．自分
（伊達）は，兎も角漠然とした撰がりに見てみた．このヘラス大陸は，15年目毎
の大接近には下形に十字形の運河？が見られる．と云ふ今迄の観測結果が出て
みるから，1939年度の大接近に，この大陸に果して十字形の出現が有るか無い
かは，火星面観測者に課せられ最大の興味で，期して待つべきである．
　運河　　前述の太い濃いものを除いては，先づニロシルチスを學げる．この
有名な二河はシルチスの北端から，．ネペンテス・トス運河のカーヴ同様北西へ
曲ってコロエ泉に接回し，ここから西へ一直線にイスメ＝ウス湖ヘプロトニル
ス濯河が走ってみる．これ等は大して濃くはなかったが見ることが出來た．ニ
リ湖からニロシルチスとは反封の北東へ延びた淡い蓮河ナサモンは1935年度程
濃くはなく，25Cmにやっと見得る位だつた．ニリ湖西側より北へ延びたアス
チュサペス，同北西へ延びたアスタボラスはごく細く淡く，20cm以下には全然
見られなかった・
　　　　　　　　タルシス地方に出現した白雲の連績槻測
　タルシス地方と云ふのはチトニウス湖の北方一帯の地方で，この地：方に4月
10日頃（或はより以前よie）から4月16H頃迄に出現した互大な白雲の墜化は前
田，渡邊，木邊，伊達の4氏によリキヤツチされた．下に日々の攣化を略記す
れば；
　4月10日一伊達氏の0時15分目槻測ではチトニウス湖の北部に白雲の現るを見
る・2時49分の前田氏のスケッチも大差無きも稽酉島へ延びた感あe］．
　4月11日一1時32分，白雲は急激に西方へ延び，その基部はオ1ロラ灘の北方
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にあり先端部は西へ約70。隔りたるフオエニクス湖の北部にあり，随分亘大な
ものなり（前田氏）．1時43分，木鼻氏の親測は前田氏と大差無く，只幾分幅廣
し．3時50分，幅廣し（三冠氏）．
　4月12日一1時30分，前田氏の11日1時32分のと大差無し（渡邊氏）．
　4月13日一〇時55分，基部はアシダリウム海の南方にあり先端はチトニウス湖
の北部位迄縮少す（木邊氏）．1時20分，悉無氏と大差無し（前田氏’，
　4月14目一2時，基部は著しく増大し，アシダリウム海の東側に浩って北上し
北極近く迄横がり，先端は著しく縮少しオ1ロラ灘以東へ退下す（伊達氏）．
　4月16日一全品は急激に縮少，2時55分には只アシダリウム海の東側に直りを
見るのみ（前田氏）．省，謡曲氏は20cm反射に500倍を使用して，良好なシ1イ
ングの許に，この白雲（或は白霞）が分裂しつつ縮話せるを認められた事は特筆
すべきである．
　以上は，観測のごく概略を記せしのみで，詳細は當課の記録簿に牧めおきま
す．これで，観測の部を絡りと致します．
　　　　　　　　第四章　整理を終って　〔木邊成麿〕
　12．垂髄を題じて　前回からの引績V・ての潮測者は4名であり，結局其の観測
が中心となって．，新味に乏しい黙は遺憾であったが，全艦を通じて天候の佳良，
器械の有力化，スケッチ技術の進歩等に依り，内容が充費したものを得た事は
確言し得る．同時に，此の方面の法話をば，今後我々仲聞で充分途宿し得る自
信を養ひ得た事も大きな面心であった．今，更に，個人別に軍評を加へて，當
親話者及び今後の観測者の塗考に資したい．
　A　渡漫氏　蒼観測姦凶渡邊氏が，最長期聞に六って，有力な器械と，天賦
の鋭眼に依って得た，ディテ1ルに富むスケッチは，数と，微に入り細を極めた
註と共に，断然抜群のものであった．誰しも眞似よと云ふ事は，各個人の素質
に從ふのであるから云へ無いにしても，是非一度見て置く必要のあるスケッチ
である．更に同氏は，吾入に大きな希望を齎した最有力者である鐵を謝し，一
二の精進を期待するものである．
　B　前田雲霧スケッチ数こそは渡邊氏には及ばなかったが，最も病むべきは
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パステル誹にある．初めには我々仲間でも，一季通じて色（パステル’スケッチ
を行ふ事は，藩法不可能と云ふ意見が有力であった．然し，愈々観測が完了し
て見ると，共の功は絶讃に値する．勿論，器械の種類，口径，倍率，天候，加
ふるに個人差等の條件に左右されるから，同氏の色スケッチ其の儘が，萬人の
認める正確さを持って居るとは速断出翁忌V・が，其の努力は非常なものである・
少くとも色スケツチー枚は普通の場合の3倍の勢力が必要だらう．槻弓偵値以
外に，意志の奪さを忘れてはならなV・．
　C　濫淫氏　有力な器械を持って，遙かに前回に比して進歩したスケッチを
寄せられ，非の上，’幹事の仕事を途行された．大艦今度の観測事業が，無事威
功裡に完成した事は，見えざる同氏の功に負ふ斯である．
　D　木下　前三名に比較して，リーダ1格の筆者が，前回よりも向上の勲
は認められるが，特記すべき黙に乏しかった事は恥ぢ入る．
　E　青木氏　薪観測者群の第～・に同氏の勢を謝する．初回である爲め，スケ
ッチに幼稚な黙はあったが，其故に決して無覗は出來ない．否16枚のスケッチ
は氣紛れに出借る数では無い・何よりも熱心さに期待して，今後先輩のスヶツ
チを幾度も見て大V・に頑張って欲しい．
　F　奥村，亀島氏　数こそ勘ないが，將來に富むスケッチ風である．專用の
器械を所有されたならば，必ず，期待に背か無いだらうと信ずる．
　G其他諸氏　種々の理由に依り，深く見る事が出門無かったのであらうが，
誰でも，最初の一枚や二枚目に，さうやすやすとスケッチ出來るものでは無い．
最接近時に，8Cinの器械で，シルチスと大ぎな極冠が最初に描き得たならば良
い：方である・故中村氏が・“火星ρ観測には，望遠鏡を持ってニケ年1用遊星面
の三二に馴れる必要がある”と云はれた．誠に味はふべき言葉である．
13．最後に　照星と照門を合せて狙へば・熟練者は見事的中する。然し，不熟
練者は，同じ鐵砲で狙っても當らない．ブッツケに大望遽鏡で見ても其れと同じ
事である・小望遠鏡も同様である．勘くとも20枚位火星のスケッチを経験して
初めて観測が軌道に乗る．同時に，先輩のスケッチを一度でもよいから手近に
見る事が大切である．勿論，慶重なる程良い・其の上，大それた野望を持たす
に，然も，細心の注意を彿って練習し努力する内に，自然とスケッチの“コヅ’
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を會得するのである・努力無しには何事も出衆上らなV・．勢せすして出來た城
廓は盛氣櫻のみである．（完）
　（ロ緯は，當課のメンバ1の槻測に從って，伊達幹事が描かIL71火星全圓である．）
　　　　　　　　　　　ゲデス彗星の軌道要素
　米國ヤiキ1ス天丈豪のG．Van　Biesbroeck博士は1932年第6號彗星帥ち
Geddes星の門門をユ070ヶ日にもわたる期間につV・て整理し，水金以外の全遊
星の揖動を計上して，下の如き桟道要素を決定的に得た．
x　　　期
近臼購遜i過
虻日貼引籔
昇交馳黄纒
軌道面傾斜
近日1距離
離心率
1
????
1932年10月23．0日
〃　　　　9月21．07466（宇宙時）
｝鰍i蝦／一一・
2．3135658輩位
1，0013760
因みに1927年12月6日以前に遡ると，此の離心率は0．9994868となる．故に此の
星は太陽系外から來たものではない．光度はrH4・4に比例することとなる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（／l’．　O．　1’ub．　8，　〈lii））
　　　　　　　　　　　　小遊星の禽名
　1934年十月にベルギ1國ユクル天瀬壷で磯見された第1350番の小遊星1934
TAは，近頃“Rosselia”と命名された．（R・1・1696）
　　　　　　　　　「天界」原稿・窟眞を募る
「天界」にふさはしい原稿及び爲眞を求めます，振って御投稿下さい．
　埠　横書きで，丈字は明瞭に．（御申越次第原稿用紙進呈）
　坤　締切は毎月末のこと．（特に七四ずるものは10巳まで）
　☆　投稿先は　京都市左京厘吉田泉殿町59　山本　進　宛のこと．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編　　輯　　係
